
宮臨技 第 280号 

平成 30年 10月吉日 

会員各位 

（一社）宮城県臨床検査技師会 

                                会長 藤巻 慎一 

（公印省略） 

 

学術研修会のご案内 

謹啓 会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

この度、平成 30年度第 2回生物化学分析部門の研修会を下記の日程で開催いたします。本研修会は

「糖尿病における病態、検査、治療を学ぶ」をテーマに、糖尿病の病態と検査値の推移を理解する

事で、個々の患者データ管理の重要性を学び、日常業務に活用する事を目的に企画しました。 

 つきましては、業務多忙とは存じますが、奮ってご参加くださいますようお願い申し上げます。 

謹白 

 

                   記 

研修会名： 宮臨技生物化学分析部門研修会 

「糖尿病における病態、検査、治療を学ぶ」 

会場  ： 東北医科薬科大学病院 大会議室 

日時  ： 平成 30年 12月 1日（土）14：00～17：10（受付 13：30～）  

 

プログラム 

14：00～14:45 講演 1 

  「HbA1c 測定における注意点-偽低値？・偽高値？・異常ヘモグロビン？について-」 

講師：東ソー(株) バイオサイエンス事業部 カスタマーサポートセンター 

                                                  伊藤 義正 先生 

 

14:50～15：30 講演 2 

「腎機能に関わる検査の有用性とピットフォール～見落としていませんか？腎臓病～」 

講師：東北医科薬科大学若林病院 検査部    高橋 拓史 技師 

 

15：30～15：50 休憩 

  

15：50～17：00 特別講演 

「糖尿病と脂質異常症の病態と治療、検査結果の理解について」 

講師：東北医科薬科大学 内科第二（糖尿病代謝内科）助教 

東北医科薬科大学病院 糖尿病代謝内科 丹治 泰裕 先生 

17:10頃 終了予定 

 

裏面へ 

 



 

 

参加費：会員 500円 非会員 1,500円（学生無料：学生証を提示願います。） 

日臨技生涯教育研修制度：専門 20点（必ず技師会会員証をご持参ください） 

連絡先： 国立病院機構 仙台医療センター 臨床検査科 播磨 晋太郎 

TEL  ：022-293-1172 

E-mail ：nst-kensa@snh.go.jp 

 

注意事項 

参加希望の方は、施設名、名前、会員番号（会員の方のみ）を記載して上記連絡先   

(nst-kensa@snh.go.jp)にメールをお願いします。複数名記載しても結構です。 

受付期間は11月28日(水)までです。当日受付も行いますが、テキストの準備の都合上、

できるだけ事前登録をお願い致します 

 

 

※会場は、小松島の東北医科薬科大学、若林区の東北医科薬科大学 若林病院ではありませ

んのでご注意ください。 

東北医科薬科大学病院までの交通機関（ＪＲ仙台駅より） 

◎ＪＲ仙石線を利用 

 ＊塩釜・石巻方面に乗車 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 

◎仙台市営バスを利用 

 ＪＲ「仙台駅」西口（仙台アイリス青葉ビル前）５０番乗り場 

   ＊高砂市営住宅西行き 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 

   ＊蒲生（中野新町）行き 

     東北医科薬科大学病院入口下車→徒歩３分 

◎宮城交通バスを利用 

ＪＲ「仙台駅」西口（仙台アイリス青葉ビル前）５０番乗り場 

   ＊仙台港フェリーターミナル行き（アウトレット、夢メッセみやぎ経由） 

     陸前高砂駅下車→徒歩７分 


